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 第９５回を迎えたメーデーは、各地であいにくの

荒天に見舞われましたが、神奈川県南支部の仲間が

結集した川崎メーデー（川崎市中原区の中原平和公

園で開催）でも開会時間の１０時前からポツポツと

降り始めた雨が式典の進行につれて激しさを増し、

参加者はずぶ濡れの状態となって、ひたすら忍耐の

メーデーとなりました。          ただ、会場のス

テージは雨を避けられる立派な創りで登壇者が雨に

打たれなかったのはせめてもの救いでした。        県メーデー実行委員会を代表して挨拶する  

神奈川県南支部からは小島委員長、清野副委員長  伊藤東一神奈川労連副議長（県本部委員長） 

金崎書記長はじめイワサワ分会の木下・勝井、合同分会の佐藤・益山・河野・根井・和泉

宮田・赤羽の合計 12名が参加しました（敬称略）。 

“働くものの団結で生活と権利を守り､平和と民主主義､

中立の日本をめざそう”をメインスローガンに掲げた式

典の主催者挨拶で児玉実行委員長（川崎労連議長）は、

今年は能登半島地震・羽田空港での重大事故で開けた。

世界では戦火や災禍に苦しむ人々がいる。当たり前の日

常は容易に破壊されてしまう。しかし一方で多くの人々

が団結して生活と権利を守るたたかいを前進させている。労働組合は様々な挑戦を多くの

仲間とともにすすめることができる“Ｈappy мayDay”と締めくくりました。 

来賓の挨拶では、神奈川県メーデー実行委員会を代表して神奈川労連の伊藤副議長（建

交労神奈川県本部委員長）が最初に登壇し中小企業での春闘はこれからが正念場と強調し

たたかいの強化を訴えました。また 4月 28 日の

衆院３補選で自民党が惨敗したことにも触れて労

働者のたたかいで現状の打開をと呼びかけながら

“第 95回メーデー万歳”と挨拶を締めました。 

来賓挨拶のあとは各界からの発言、デコレーショ

ン披露、うたごえ、各争議団の訴え、デコレーシ

ョンコンテストの結果発表、スローガン＆宣言の

採択とつづき 12時過ぎに式典を閉会しました。 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)）を クリックか

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

第９５回川崎メーデーin雨の中原平和公園 

働くものの団結で生活と権利の拡充を誓う 
 

川崎メーデーに参加した神奈川県南支部の仲間 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。  


